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特集 大気圧プラズマの工学応用と社会実装，現状と未来

　プラズマは固体・液体・気体に次ぐ物質の第4の状態と言われ，気体分子が陽イオンと電子に分かれ
て運動している電離状態である。これを利用したプラズマ技術は，CVDプロセスなどの材料開発から，
不活性な表面の活性化，滅菌等々，潜在的な応用を幅広く持つ技術である。一方で，従来プラズマは低
圧下での発生が一般的であり，発生に密閉チャンバーを必要とし，大量処理や連続処理に応用するのが
難しい技術でもあった。これに対し，1990年前後に大幅な技術向上がなされた大気圧プラズマは，常
圧下での発生が可能であり，密閉チャンバーを必要とせず，インライン化，パターニング，大量処理な
どが容易であり，工業プロセス，化学工学とも非常に親和性が高い技術だと言える。実際，この技術開
発を受けて，近年，大気圧プラズマが材料開発からバイオ用途，水処理など，様々な応用用途に展開さ
れている。本特集では，近年の産学の取り組みを概観し，大気圧プラズマの理論，装置の紹介から，大
気圧プラズマだからこそできる大量処理の事例，今後につながる技術の種を紹介する。
 （編集担当：大橋秀伯・遠藤　肇）†
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■総説

大気圧プラズマの特徴と諸特性� 沖野 晃俊
大気圧プラズマと低圧プラズマとの違いから，大気圧プラズマならではの優れた特徴まで

■大気圧プラズマ発生装置

大気圧プラズマの装置構成� 高島 成剛
大気圧プラズマを発生させるための様々な装置構成とその特徴，得意とする対象

■大気圧プラズマの応用

大気圧プラズマCVD法による分子ふるいシリカ膜の低温・高速製膜� 長澤 寛規
大気圧プラズマを利用した高速なCVD膜作製手法の開発とその優れた膜特性

大気圧放電プラズマによる空気・水の環境改善技術� 金澤 誠司・立花 孝介
空気，水中での様々な大気圧プラズマ発生技術，これを用いた空気，水の浄化技術

■大気圧プラズマのさらなる展開

プラズマ農業研究の現状� 白谷 正治
植物育成，食品消毒など，安全安心な未来を作るための大気圧プラズマ農業研究

先端プラズマプロセスが実現するバイオ・ライフテクノロジー� 堀 勝
先端大気圧プラズマプロセスが実現するバイオ・ライフテクノロジー
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